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けて検討中、相談・協議中が２箇所あります」 

――フードサポートの具体的な中身を教えてく

ださい。 

「各サポート先の、開催タイミングは様々です

ので毎週オーダーメイドで受発注しています。

カタログにあるものはすべて対応するというよ

うなフルサポートはしないように心がけていま

す。たとえば学校の場合、すでに地域の農家や

企業、お店と関係を築いている場合があります

ので、グリーンコープがフルサポートするので

はなく、その関係性や主体性を大切にしていき

たいと考えています。 

その他、定期的な受発注以外では学校等のイ

ベントでの食料要請にも対応します。学校や地

域の祭り、学校と子どもと保護者の繋がりで試

食会を開催する場合にも相談があります。その

ほか夏休みや冬休みのイベントでも依頼があり

ました」 

――支援の輪はどうやって広がっていくのです

か。 

「子どもの居場所やフードサポートの取り組み

は、グリーンコープの組合員、職員、ワーカー

ズなどが相互に連携し助け合いながら取り組む

ことを確認して進められてきています。また、

グリーンコープと地域（団体）との関係性にお

いては、現在は個別具体的に取り組みの内容を

構築していますので、支援先ごとに支援の枠組

みや連携のされかたも様々です。共通している

のが、

グリー

ンコー

プとサ

ポート

先との

思いや

方向性

が一致

し、お互いが相手の取り組みに共感でき、信頼

関係が構築できるところであるということです。

この点は、フードサポートを始める前に必ず確

認しています。 

新たな支援先が広がるきっかけとしては、教

育機関では既に取り組んでいる学校の校長先生

の異動で広がることが多い印象です。他には、

グリーンコープ生協ふくおかが福岡県から事業

を受託している『高校生の就学継続のための訪

問相談支援事業』や『子ども支援オフィス』な

どを通じて話がある場合もあります」 

――地域での支援の広がりについて教えてくだ

さい。 

「子どもの居場所も学校も地域に根ざしている

からこそ、多様な関係性の広がりが見られます

し、関係性の豊かさにもつながっています。事

例やノウハウも積み重なってきています。ある

地域で課題になっていることが、他の地域では

解決できている例もありますので、お互いが学

び合いになるようなコーディネートも実施して

います。逆に、グリーンコープが地域と関係し

て実施したい子ども支援事業についてご相談す

ることもあります。関係と取り組みの継続が信

頼と新たな連携を生み出しています」 

――これからの思いを教えてください。 

「協同地域事業本部という部署名が単純に『フ

ードサポート部』とならなかったのは、地域づ

くりという側面もあるからだと考えています。

グリーンコープだけでない様々な地域の取り組

みにも関係

し、アンテ

ナを張り、

連携できれ

ばと思いま

す。フード

サポートを

行っている

地域の居場所がグリーンコープ外の様々な支援

先との出会いにより、グリーンコープがサポー

トする食料品の量が減っていったとしても、相

互の連携は深まるような関係を構築していきた

いと考えています。つまり、大きなビジョンは

『協同の地域づくり』で、その取り組みの一部

にフードサポートという運動・事業が組み込ま

れています。最も意識していることは、『あくま

でも地域が主体である』、『相互が取り組みに共

感し尊重し合う信頼関係』です。主体を大事に

しつつ、同時にお互いが手を伸ばしたらすぐに

つながれるような距離感を意識していきたいで

す」 

 
――ありがとうございました。
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２０１８年度から、卒業生の地域生活をアフタ

ーフォローする「アフター部門」のメンバーが

増員されました。 

――坪田副館長にお聞きします。体制が増えた

そうですね。 

「私と、以前か

ら担当だった久

保相談員に加え、

４月から田中相

談員と篠原相談

員が新たにメン

バーとして加わ

り、アフター部

門の体制が４名となりました。昨年までは現場

担当が久保相談員の１人だったため、緊急を要

する相談・対応に追われ、それに付きっ切りに

なっていました。それに加え、卒業生は年々増

えていくので、これまでは定期的な巡回訪問が

できていなかったことが課題でしたが、２人が

加わることで課題解消できました。 
現状でいえば、緊急的な対応は私と久保相談員

で、巡回訪問は田中相談員と篠原相談員で対応

しています。これまでできていなかった定期的

な巡回訪問を行うことで、卒業生の間でもこの

巡回訪問をしていることが伝わり、感謝されて

いるようです」 
――前職は何をされていたのですか。 

田中相談員「グリーンコープ生協ふくおかを定

年退職し、その後２年ほど生協の支部で組合員

を増やす仕事を行っていました。その後はグリ

ーンコープで介護の資格を取って障がい者の訪

問介護の仕事に携わり、今年から抱樸館福岡で

現在の業務についています」 
篠原相談員「グリーンコープ連合会商品本部で

商品関係の仕事をしていました。定年退職後も

引き続き嘱託として同様の仕事を続けていまし

たが、６５歳になった今年、余暇にやっていた

菜園グループのメンバーである田中さんから誘

われて抱樸館で働くことになりました」 
――抱樸館福岡で勤務した感想は。 

田中相談員「入居者だけでなく、卒業生との面

会件数の多さに驚いています」 
篠原相談員「働き始める前から会報などをみて

いたので、そこまで大きなギャップはなかった

です。しかし、現実に卒業生と接することで、

体調や金銭的な部分でそれぞれが生活に様々な

大変さを感じていることを実感しています」 
――訪問活動について教えてください。 
田中相談員「７７０人の対象者を全戸訪問しま

したが、卒業生にお会いできたのは半分くらい

ですね。１日６件の訪問を目途に巡回訪問して

います。訪

問すると

『１週間、

誰とも話を

していない。

訪ねて来て

くれて嬉し

い』という

方もいて長話することもあります。孤独で寂し

いのだろうと思います。訪問の他には、卒業生

の病院同行や入院する際のサポート、部屋の片

付けや引越しの手伝いなど様々しています」 
篠原相談員「訪問してみて門前払いにあったり、

今まで訪問していた方がお亡くなりになってい

たりした際は辛いです。しかし、訪問したこと

に対して『ありがとう』と言ってもらえたり、

抱樸館福岡入居時の頃を楽しく語られたりする

と、とても嬉しく思います」 
――訪問活動で印象に残っていることはありま

すか。 
「訪問したら卒業生が部屋で倒れていたことが

ありました。その方は心臓が悪くて病院に通院

されており、毎回付き添っていました。しかし、

連絡が途絶えたため福祉事務所のケースワーカ

ーに連絡を取り、警察と管理会社に部屋に入っ
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てもらったところ、倒れていたのですが、幸い

にも一命を取り留めたということがありました。

本当に良かったのですが、これは抱樸館福岡の

卒業生だけでなく、地域で生活されている独居

老人全体の問題だと思います。」 
――訪問活動を続けて、特に思うことを教えて

ください。 
「抱樸館福岡を出たあとの３ヶ月程度は見守り

を強化したいと思います。仕事を決めて、抱樸

館を退居し、その後、仕事が続かず悩む方も多

いようです。これまで共同生活をしていた方が

単身居宅となり環境が変わって落ち込む方も多

いので、そのときに何かないようフォローや見

守りが必要と感じます」 
――今後取り組みたいことはありますか。 

田中相談員「卒業生が困った時にどのようにフ

ォローできるかが大事だと思います。地域の卒

業生同士で見守りをするとか、連絡が相互に取

れる関係を作っていきたいです。生活の困りご

とを聞き出し、もう一歩踏み込んだ対応ができ

る仕組みづくりが必要と感じています。良い例

としては、ある２０室くらいのアパートに６人

の卒業生が入居しており、その卒業生の方達は

２日連続で部屋の電気がついていなかったら声

を掛け合うようにしているそうです。このよう

に近所付き合いができればよいのですがほとん

どが孤立している状況です。そんな卒業生同士

の繋がりの橋渡しができれば良いと考えていま

す」 
篠原相談員「訪問した日時や内容を記録、分析

しているので、卒業生それぞれの状況に応じた

訪問ペースなどを管理していけるようにしたい

と考えています。また、高齢の方で電話では話

がうまくできないという方もいらっしゃるので、

卒業生たちが積極的に返事を書きたくなるよう

な往復はがきを準備したり、文通のようにいつ

でも返信できるようなハガキをお渡ししておく

など、卒業生たちが抱樸館とのやりとりを楽し

んでくれるような取り組みを行うことができた

らと考えています」 
――ありがとうございました。 

 

抱樸館福岡を退居されたあとお亡くなりになっ

た卒業生に対する「偲ぶ会」が開催されました。

抱樸館福岡の遠竹館長に詳しくお話を聞きまし

た。 

――初めて開催されたそうですが、これまでお

卒業生がお亡くなりになった場合はどのよう

にされていたのですか。 

「卒業生がお亡くなりになった場合、身寄りの

無い方は抱樸館福岡が葬儀を行い、遺骨は北九

州市にある東八幡キリスト教会へ納骨をお願い

していました」 

――偲ぶ会を開催したのはどんな経過がありま

すか。 
「卒業生を中心としたボランティア活動の会と

して『えにしの会』があります。その世話人会

である『つくしのつどい』を毎月開催していま

す。昨年９月に開催した『つくしのつどい』で

は、自分

の入る墓

の心配や、

仲間達の

墓参りな

どについ

て意見交

換を行い、

メンバーの皆さんが自分の入る墓に対して不安

をお持ちであることが分かりました『つくしの

つどい』でこのような意見が出たことを受けて、

今年の初めに『えにしの会』のメンバー全員へ、

墓に関するアンケート（もしもの時に、自分の

墓が心配であるかどうか）を兼ねた往復はがき

を郵送しました。送付したのは計１２６名で、

うち５４名からの返信がありました。そのなか

の半数にあたる方が『自分の墓が心配である』

と回答されました。 
その後、２０１８年３月に『えにしの会』全体

２０１８年９月２４日
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のつどいを開催しました。つどいの当日は総勢

３８名が参加し、このアンケートの結果を『え 
にしの会』としてどのように受け止めるのかを

５つのテーブルに分かれて議論しました。自分

の入る墓の心配や、『仲間の追悼をしたい、え

にしの会のメンバー皆で毎年墓参りに行きたい』

といった意見が多く出ました。 
これを受けて、６月には、居所が分かる卒業生

６５６名全員に対して、お墓に関することと『偲

ぶ会』の開催に関するアンケートはがきを郵送

し、１４３名から返信がありました。そのうち、

『自分が入る墓について不安がある』と回答さ

れた方が７３

名、『偲ぶ会

を開催できた

らいいと思う』

と回答された

方が１０２名

もいらっしゃ

いました。 
これまでの意見交換やアンケートの結果を受け

て、抱樸館福岡では、墓の建立（※）と『偲ぶ

会』の企画を取り組みはじめました」 
――開催まではどのような準備を行いましたか。 

「抱樸館福岡として偲ぶ会を開催するのは初め

ての試みでしたので、９月に『えにしの会』の

メンバーと抱樸館福岡の職員で、ＮＰＯ法人抱

樸の互助会が開催した偲ぶ会に参加しました。

ここで会場のレイアウトや進行、雰囲気など多

くのことを学ぶことができました。 

また、当日のレイアウトや飾り付けについては

『つくしのつどい』のメンバーを中心に進めま

した」 

――どれくらいの参加がありましたか。 

「偲ぶ会の開催日時は彼岸の９月２４日の１０

時３０分～１１時３０分に決定し、卒業生には

毎年送っている暑中見舞いやきせつだよりの文

面、電話掛けで案内をしました。その結果、当

日は、卒業生４６名をはじめ計７７名の参加が

ありました。卒業生は普段からよく来館してく

れている方以外にも、『仲間を偲ぶ会だから』

ということで久々に来館してくれた方もたくさ

んいらっしゃいました」 
――当日の流れについて教えてください。 

「朝９時３０分から『つくしのつどい』のメン

バーを中心に会場設営を行いました。参列する

卒業生も１０時前から続々とお見えになりまし

た。初めての会ではありましたが、しめやかな

中にも故人を偲ぶ、ゆったりとした時間を持つ

ことができました。 
今回の開催の目的やお墓の購入についての経

緯を説明し、『えにしの会』からは会の活動紹

介、黙祷の後に全員で献花を行った後、今年お

亡くなりになられた９名の思い出を縁のある職

員や知己の卒業生が語りました。そして、最後

に全員で『ふるさと』を合唱して閉会としまし

た。 
閉会後は、入居者、卒業生、職員らで、偲ぶ

会の余韻に浸りながら抱樸館で一番の人気メニ

ューであるカレーライスを食べました。おいし

いカレー

ライスを

食べられ

ることが

参加の決

め手にな

ったと言

う方もい

らっしゃいました。 
翌月に開催された『つくしのつどい』でも、と

ても良い会だった、来年も絶対参加します、と

いう感想をいただきました。来年はお墓も完成

していますので、さらに趣のある『偲ぶ会』に

なると思います」 
――来年が楽しみですね。ありがとうございま

した。 

 

※２０１８年１２月３日に共同墓地の建立式と

納骨式を行いました。後日、会報にてご案内

します。 
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藤田さんは、昭和１６年（１９３１年）３月

生まれで現在７７歳です。抱樸館福岡には２

０１１年５月に入居されました。現在は抱樸

館近くのアパートで生活されています。 

――生まれとご兄弟のことを教えてください。 

「山口県山口市で生まれました。３人兄弟の末

っ子で２４歳上の

兄と１２歳上の姉

がいます。実はも

う２人兄がおり、

物心ついた時には

戦争に行っていま

した。私が小学校

１年生の頃、帰宅

したら見知らぬ男性がいたのでびっくりしてい

たところ、『お前の兄貴だ』と言われさらにびっ

くりしました。芝居小屋で観劇していた両親を

慌てて呼びに行きました。兄は戦前映写技師を

しており、戦争中も兵士慰安用の映画上映をし

ていたみたいです。父は大内塗（※注 山口県の

漆器）の職人だったので家庭は裕福でした」 
――中学校を卒業されて、就職されたのですか。 

「私は中学校を卒業する前から働いていました。

当時の中卒は『金の卵』と呼ばれており、就職

には困りませんでした。同級生の多くは夜行列

車で東京に行きました」 
――どのようなお仕事をされていたのですか。 

「牛乳工場で働いていました。搾乳された牛乳

の殺菌、瓶詰め、配達までしていました。今で

も銭湯とかには売っていますが、昔の牛乳はほ

とんどがビン牛乳で紙のフタが付いていました。

この紙のフタは機械がつけるのですが、その上

からさらにビニールキャップをつける工程があ

るのですが、それは手作業でやっていました」 
――待遇はどうでしたか。 

「給料は１日７０円、１ヶ月で２，１００円ほ

どでした。当時はパンが１０円の時代で散髪が

１２０円の時代でした」 
――ずっと牛乳工場で働いていたのですか。 

「牛乳工場では給与遅配が続いたので２０歳で

辞めました。牛乳工場のあとは看板屋３件で

働いていました。看板屋では絵を書く先生が

いるのですが、その先生の元で木型のくり抜 
 

き等をしていました」 
――看板屋で働いていた時大きな病気にかかっ 

たそうですね。 

「４０歳の頃に両親を亡くし、喪失感からお酒

を覚えました。そして４２歳の頃に結核になり、

山口赤十字病院に１年間入院し、サナトリウム

（※注 長期的な療養を必要とする人のための

療養所）で１年間過ごしました。その時に医療

扶助を受け、生活保護を受給することになりま

した。定期的にＣＴスキャン検査をしています

が、現在まで問題はありません」 
――療養期間が終わったあとはどうされていた 

のですか。 

「サナトリウムを出てからは旅館に住み込みで

働いていました。そこでは配膳主任をしており、

見本を見ながら盛り付けをしたり、配膳の管理

をしていました」 
――その頃にご結婚されたそうですね。 

「働いていた旅館の仲居さんと１回目の結婚を

しました。結婚は３回しています。その結婚は

駆け落ちで私が当時４２歳、妻が２２歳でした。

しばらく２人で旅行をした後、お金が無くなっ

たので夫婦でパチンコ屋に住み込みで就職しま

した。しかし、結婚生活は５年で終わりました。

２回目は結婚して数年後に妻がガンになり亡く

なりました」 
――パチンコ屋での勤務は続けていたのですか。 

「山口県の自動車製造機器会社に臨時工として

就職しました。すぐに富山県高岡市の工場に長

期出張になりました。そこで、スナックで働い

ていた女性と結婚しました。５７歳のときでし

た。富山県での結婚生活は旅館のオーナーのご

厚意で離れ屋を貸していただき、そこで同棲し

ていました。しかし、臨時工であったためクビ

になってしまいましたが、旅館のオーナーから

富山県の土木会社を紹介してもらったのでそこ

に転職しました」 
――日本全国移動されていますね。 

「今度は小倉に行きました。妻が私の兄弟に会

いたがっていたので山口県に帰郷し、兄弟に会

わせたあと、１週間ほど山口の色々なところを

観光しました。そしてお金が無くなってきたの

で小倉で人夫出しをしていました。妻はその人 
  

抱樸館福岡は生活の「より所」になっています 
 



- 7 - 

夫出しの寮で炊き出しの仕事をしていました。

その後博多の人夫出しに移りました。その当時

は山陽新幹線を博多まで延伸しているときだっ

たので、仕事に困ることはありませんでした」 
――人夫出しでも安定した収入が得られる時代

だったのですね。 

「そうですね。仕事は沢山ありましたから生活

に困ることはありませんでした。」 
――ではこのときから博多で生活を始めたので

すね。 

「ええ、そうです。しかし、妻が肝臓がんにな

ってしまいました。私は仕事があるため博多に

残ったのですが、妻は実家の茨城県の姉のもと

で闘病生活をするようになりました。幸い治療

がうまくいき闘病１年目は元気でした。はなれ

離れの闘病中はたくさん１００円玉を集め、毎

週公衆電話で連絡をとっていました。しかし、

闘病２年目に肺に水がたまるようになり、亡く

なってしまいました」 
――それはたいへん辛かったでしょうね。 

「妻のことはとても愛していたため喪失感が大

きく、なにもする気が無くなってしまいました。

妻の死を忘れるため深夜までお酒を飲み、６時

に出社する生活を送っていました。葬式にも行

けていません。しかし、今でも写真を飾ってい

ます。バラが好きだったので、バラとお酒をお

供えしています。」 
――仕事は続けたのですか 

「その時は人夫出しから大手ゼネコンの孫受け

会社で働いていました。６５歳になると足場で

作業をする際に、元請けに必要な書類を提出し

なければいけないのですが、その会社がなかな

か書類を作ってくれなかったので、夜に寮を飛

び出してしまいました」 
――そこからホームレス生活が始まったのです

か。 

「その時は３０万円位持っていたので、久留米

に行って健康ランドで過ごしていました。５月

３日に博多どんたくが見たくなり、博多に出て

きました。そしてそこでお金が尽き、福岡空港

近くの公園でホームレス生活を始めました」 
――ホームレス生活は大変だったんじゃないで

すか。 

「雨の日は辛かったです。雨の日は公衆トイレ

で過ごしていました。着の身着のままで出てき

ましたので、着替えがないのとお風呂に入れな 
 

いのが辛かったです」 
――ホームレス生活は野宿だったのですか。 

「ダンボールで簡単に住処を作り生活していま

した。新聞紙は温かいんですよ。新聞紙は取り

合いになっていましたね」 
――どのような経緯で抱樸館福岡に入所された

のですか。 

「公園管理の区役所職員に声を掛けられ事情を

話したところケースワーカーを紹介してもらい、 
博多区役所に相談に行きました。そこで抱樸館

福岡を紹介され入所しました。その時７０歳、

ホームレス生活は１０日間でした」 
――抱樸館での生活はどうでしたか 

「福村相談員、上野相談員にとても良くしてい

ただいたので嫌なことはありませんでした。抱

樸館では車輌の清掃やグリストラップ（※注 厨
房から直接下水に油等が流れないようにする機

器）清掃のようなボランティア作業があります

が、すべてやりました。抱樸館には５ヶ月いま

した。」 
――現在の生活の様子を教えてください 

「毎朝、箱崎

公 園 を ５ 周

（１周１，２

２５ｍ）歩い

ています。そ

の後に抱樸館

に寄って朝顔

や他の植物の

水やりをしています」 
――抱樸館のイベントにもボランティアとして

参加されているそうですね。 

「月に１回公民館で開催される料理講習会に参

加しています。そこでは買い出しを担当してい

るので、いかに予算内で食材を揃えるのか試行

錯誤しています。スーパーにも詳しくなりまし

た」 
――今のお気持ちを聞かせてください。 

「抱樸館に入ったおかげで立ち寄る居場所がで

きました。また、９月２４日に抱樸館で今まで

亡くなった方を『偲ぶ会』が開催されたのです

が、とっても良かったです。また、１年かかり

ましたが、抱樸館福岡でお墓を購入することに

なりました。無縁仏にならないので安心してい

ます」 
――藤田さん、本当にありがとうございました。 
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 抱 樸 館 を 支 え る 会 の 概 要   
抱樸館を支える会の目的 

以下の事業・活動を目的としています。 
◇ホームレス者支援事業 
◇抱樸館に関する広報活動及び資金援助活動 
◇これらに附帯又は関連する事業 

設立年月日：抱樸館福岡が２０１０年５月に開設されるのに

あわせて同年４月１０日に設立 
正会員：以下の１７団体が正会員です。 

グリーンコープの各単協（１４生協） 
グリーンコープ連合 
ＮＰＯ法人 抱樸（旧：北九州ホームレス支援機構） 
社会福祉法人グリーンコープ 

賛助会員 
２０１８年１１月末の賛助会員は、以下の通り 

グリーンコープの共同購入組合員    ９１４９名◇

グリーンコープの店舗組合員・一般の方  １８３名◇

企業賛助会員              １０５社◇

その他（抱樸館の所在地） 
抱樸館福岡（福岡市東区）    ２０１０年５月開所 
抱樸館北九州（北九州市八幡東区）２０１３年９月開所 
抱樸館下関：新たに開設を準備中 
抱樸館熊本：準備中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
賛助会員を募集しています。 
賛助会員には、会報をお届けします。 

 
賛助会員の申込には２つの方法があります。

①毎月２５０円の賛助会費を申し込みいただく

（年間で３０００円です） 
毎月の商品代金と一緒に引き落としとなり

ます。 
共同購入申込書の１３００で申し込みください。

②１口１０００円の賛助会費を申し込みいただ

く。何口でも申し込み出来ます。 
申し込みいただいた月の商品代金と一緒に

一括して引き落としとなります。 
共同購入申込書の１２９９で申し込みください。

賛助会員は一度申し込みいただくと毎年更新さ

れますので新たに申し込みいただく必要はありま

せん。（グリーンコープの共同購入組合員の場合）

①の賛助会員は毎月継続して２５０円請求させ

ていただきます。②の会員は申し込みいただいた

月に毎年一括して請求させていただきます。 

抱樸館を支える会  賛助会員募集

抱樸館を支える会  賛助会員と会費について 

グリーンコープの共同購入組合員 

開所から２０１８年１０月末までの入居者数 
抱樸館福岡の入居・退居などの状況 

２０１８年１０月末現在の入居者 
６７名（定員８１名） 男性６６名、女性１名

２０１８年９～１０月の新入居者数・退居者数 
新入居者数２４名  退居者数１２名 

（注：０１月末までの入居者数１１０４人は、 
２度・３度入居した人も１人と数えています。）

抱樸館北九州の入退居の状況は、特集の際に
ご案内します。 

抱樸館福岡の見学のご案内 
（１）グリーンコープ生協として見

学される場合は、所定の用紙で
お申込ください。 

（２）個人もしくは知り合いと一緒

に見学される場合は、直接抱樸
館福岡にご連絡ください。 

◇出来れば５名以上でお願いしま
す。（ホームページからも見学の
申込が出来ます） 

 
１口１０００円の賛助会費を何口でも申し込み

出来ます。 
郵便振替でお願いします。 

郵便振替 01710-0-123003 

一般社団法人 抱樸館を支える会 
 

 
企業賛助会員は、会費が１口１０，０００円で

す。出来れば３口（３０，０００円）以上でお願

いします。申し込みは、下記へ。 

一般の方、グリーンコープの店舗組合員

企業賛助会員 募集中です 

「抱樸館を支える会」事務局 
〒812-0011 

福岡市博多区博多駅前１丁目５番１号 
社会福祉法人グリーンコープ 

担当 家原 電話 092-482-1964

３０代

9%

４０代

14%

５０代

26%

６０代

35%

７０代

10%
１０代

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

なお、１名あたり１０００円の見
学料をお願いしています。これには
昼食代を含んでいます。昼食は入居
者が日ごろ食べている食堂で同じも
のを食べていただきます。 

入居者総数 
1104 人 

抱樸館の連絡先 
抱樸館福岡 （電話 092-624-7771 FAX 092-624-7772）

〒813-0034 福岡市東区多の津５丁目５－８ 

抱樸館北九州（電話 093-883-7708 FAX 093-883-7705）

〒805-0027 北九州市八幡東区東鉄町７－１１ 


